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岡山市歯科医師会広報委員会発行 

《本会からのお知らせ》（熊代） 

先日の台風 18 号による被害がございましたら市歯事務局にお知らせください。県歯の共済事業の支給対象になる可能性が

ありますので市歯で取りまとめ県歯に報告させていただきます。また、クールビズについては9月末日で終了いたします。 

《各部からの報告とお知らせ》   

【公衆衛生部】 
≪一 般≫（妹尾） 

妊婦・パートナー歯科健診の請求締切り日が近づいて 

います。まだ提出されていない先生はお早めに事務局まで

お願いします。また 10 月より岡山市職員健診がはじまり

ます。期間は１ヶ月間のみです。ご協力くださる先生は 

お間違えのないよう宜しくお願いいたします。 

≪教 育≫（笠井） 

10 月 14 日（土）19：00 より岡山県歯科医師会館 5 階   

大ホールにて本年度の学校歯科医部会講習会を開催 

いたします。是非ご参加ください。 

演題：「学童期における歯科疾患の予防 

～材料から方法まで～」  

講師： 岡山大学小児歯科学分野  仲野道代  教授  

≪訪 問≫（南本） 

本年度の岡山市入通所介護施設等への口腔ケア等 

導入支援事業が、先生方のご尽力により順調に実施 

されています。来年度は、さらに良い事業にしていくため、

事業回数等内容の変更や、以前この事業を実施した 

ことのある施設に対するフォローアップや、歯科医師 

対象の口腔機能に関する研修会などを新たに加えて 

いくこと等も検討していますので今後ともご協力して  

いただきますようよろしくお願いいたします。 

【技工学院】（居樹） 

10月より来年度の入学試験が始まります。2年連続で定員を

確保することができましたが、本年は相当の苦戦が予想  

されます。是非皆様のご親戚、お知り合いなど紹介して  

いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

【総務部】 
≪医療管理≫（浜崎） 

先日身元鑑定を行う機会がありました。その際に痛感 

したのは生前記録の重要性です。初診時に口腔内所見

を正確に記録し、カルテに治療内容を事細かく記載する  

など、残すことで死後記録との照会精度が上がります。 

≪厚 生≫（西原） 

今年もまた歯ッピーフェアの季節が近づいて来ました。

昨年より１ヶ月ほど遅い時期となりますが、鋭意準備を

進めておりますので近日中にまたご案内致します。 

≪広 報≫（杉山） 

市歯報道Vol.165の編集作業が終わりました。お手元に

届くのは 10 月中旬ごろになるかと思います。今号の  

内容は、新執行部からのご挨拶、行事報告、技工学院

の学生紹介などです。是非お目通しください。 

【研修部】 
≪社会保険≫（太田） 

「Ce」病名でエナメル質初期う蝕管理加算を算定後は 

特段の理由がない場合、同月同部位に充形、修形、  

う蝕処置、う蝕薬物塗布処置の算定は不可ですが、  

翌月以降は「Ｃ」病名での算定は可能です。 

≪研修企画≫（岡崎） 

10 月 24 日（火）・25 日（水）は例年通り、AED を使った  

救急蘇生実習を行います。午後 8 時からの 90 分間です

が、歯科医院でも起こり得る気道異物による窒息への

対処法についても学んでいただきます。いざという時の

対応を医院スタッフでもう一度確認して、体で覚えて  

みませんか？また AED など器具の点検も行ってください。

作動しますか？消耗品等の交換時期は過ぎていませんか？ 

《行事予定》    10 月 14日(土) 第 5 回学校歯科医部会講習会(19:00)      県歯会館 5階 

10 月 24日(火)・25(水) 救急蘇生実習講習会(20:00)      県歯会館 5階 

11 月 19日(日) 歯ッピーフェア 2017(10:00～15:00)      岡山天満屋 

12 月               6日(水) 忘年会(19:30)                        アークホテル 

《終わりに》（横山） 

先日技工学院運営委員会に出席致しました。全国の歯科技工士養成機関は平均で定員の約半数しか学生が確保 

されておらず、毎年閉校が相次いでいます。本学院のように、定員を確保できているのは、全国 52 校中、たった 5 校

ですが、本学院も全く油断できません。また、無事国家試験に合格しても、離職率が高く、これらの事は、何となくは把握

していましたが、詳細なデータを会議で目の当たりにして、近い将来必ず来る歯科技工士不足を確信しました。   

本学院だけの問題でなく、一会員として、一歯科医師として、切実に考える必要を感じました。 

 


